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吉成交差点の立体化により渋滞が大幅に緩和 

～開通後の交通状況について（速報）～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国道 29 号と国道 53 号が交差する吉成交差点の立体化（鳥取市宮長－服部）

が平成 21 年 7 月 10 日に供用しました。 

同交差点では朝夕の通勤時間帯に渋滞が発生していたが、立体化により交通

渋滞が大幅に緩和しました。 

 

●交通状況の概要 

 

■ 吉成交差点立体化後、平日、朝夕ピーク時間帯に交差点に流入する 

交通量が約３割減少 

 

■ 交差点に流入する交通の減少により、交差点の各方向別の渋滞が 

大幅に緩和（最大渋滞長が約９５０ｍ→約３５０ｍへ緩和） 

 

※ 詳細は別紙のとおりです。なお、今後も引き続き調査を行い効果検証 

していきます。 

【 問い合わせ先 】 
国土交通省中国地方整備局 鳥取河川国道事務所 

副所長（技術）角田真一
かくだしんいち

 

（担当）調査設計課長 熊中龍彦
くまなかたつひこ

 

ＴＥＬ（０８５７）２２－８４３５（代表） 
ＦＡＸ（０８５７）２９－１８１９ 
 
鳥取河川国道事務所ホームページアドレス 
http://www.cgr.mlit.go.jp/tottori/ 

資料提供先：鳥取県政記者クラブ 

鳥取市政記者クラブ 



吉成交差点立体化後の渋滞状況について（速報）

写真

吉成交差点

○吉成交差点への流入交通量の変化（平日）

■吉成交差点立体化後、平日、朝夕ピーク時間帯に交差点に流入する■吉成交差点立体化後、平日、朝夕ピーク時間帯に交差点に流入する
交通量が交通量が約３割減少約３割減少
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調査日
整備前：平成２１年５月２６日（火）
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吉成交差点の立体化事業について【参考】
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